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垂 直 距 離:h=(z3-z2)E+z2_z1(3)
a

②、㈲式 を(1)式に 代入す ると

図 よP;Y'-yl=a

故 にv

上式 をxに ついて解 くと

xは 到達点の座標、格子点の高度、格子間長、および勾配が与え られると求めることができる。

そこで、 このxを 解き、次に向うべき点の座標を求め、さらにその点を既知の到達点 として

同様な操作 をくりかえすと自動的に路線の選定を行なうことができる。

2自 動 年 輪 解 析 装 置 に よ る 「木 材 密 度 測 定 上 の最 適 条 件 」

に つ い て(Na1)

ソ フ テ ツ クス 実 験 室

目 的

密度は、木材の強度や性質など、種々の材質指標決定上の重要な因子である。従来は体積 ×重

量測定法によつて求め られてきたが、軟X線 の開発によb、 木材の密度を連続的非破壊的に求め

る試みが若干み られは じめた。

本年は、九大演習林に設置をみた軟X線 装置とデンシツ トメーターを用いて、 「木材密度測定

のための最適条件」を求めた。



結 果

肇.デ ンシツ トメーターに関す る予備実験

① ス リツ ト巾 。元 ス リッ トの影響 は、特 に問題 となる点はみ られ なかつ た。

② アパーチアーの影響は ない ようにみえた。 た だ しアパーチアーを余 りに小さ くする と、

フイルム表面粒子の影響があ らわれ るおそれが ある。

2。 木材標準体 に関す る予備実験

① 各木材標準体 とも変動係数の値が、か なり大 きかった。

② したがつて、標 準体 として木材 を使用す るのには若干 の問題が ある。

③ しか し、今回は、他に適 当な標準体がみい だせ なかったの で一応木材標準体 を使 つた。

み フイル ムの黒化度

① 露 出時間 と黒化 度は、1.tsl)～2.8CDの 間 で、 直線 関係が認め られた。 したがつて、

② 露 出条件は、黒化度が上記 の条件 に入 るよ うに定 め るべ きであるの で、

③ 撮影条件は、次の よ うに決定 した。

ヒノキとク リでは

電 圧:25KV

電 流 含20酷

照 射時問:2分 と5秒

マ ツとスギとク リでは

電 圧925KV

電 流 二20MA

照 射 時間95分

4.デ ン シツ トメー ター一の直線性

①GreyWedgeとFilterの 組 み合わせ か ら、直線 性の最の良好 な組み 合わせ は、

G,W,1.62DとFilter5.ODか

G,W,1.98DとFilter55Dが 良 い ことが明 らか となつ た。

乙 光学密匿 と木材密度 の関係

① 木材密度a28～O.96の 範 囲内では、 木材密 度 と光学密度 との間に直線関係が認 められ

た。

② 木材標準体に替 る もの として、 セ ロフア ンが、適 当な材料の一つで あることを見 出 したo

6木 材 の密度 曲線



木材の密度曲線にお よぼす含水率の影響は、絶乾や気乾ではさしたる変化はないが、繊維飽和

点(含 水率25%)近 くの含水率では若干の変化がみとめられたoま た飽水状態の場合にも、

明らかな変化がみられ、その際には早晩材の密度差がかなり小さくなつて表われてきた。

次回には、ここのところを、 より詳細に検討することとしたい。

なお本実験には、林産学簗一講座の絶大な援助によって、 ここまでの検定をすすめることが出

来たことを付記して齢く。


